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欧米 で は古写 真 の存 在 に早 くか ら注 目され 、大 学 、図書 館 、博 物館 、美 術館 、ア ーカ イブズ等 で継続 的 に保 存 され て

きた。 しか もその 保存 理念 は、貴重 な文 化財 ・歴 史 的遺産 と して 大切 にす るとい う視 点 に とどま らず 、 古写真 が有 す る

学問 的、教育 的 、社 会 的価値 の大 き さと広 さを評 価 し、組織 的 に収 集 ・保 存 し、 同時 に体 系 的 に整 理す る もので あ った。

かつ て筆 者 は、 世界 各地 に住 み着 い てい たモ ンゴ ロ イ ド系 諸民 族の 顔 や文化 及び か れ ら を育 んだ 自然 の姿 を過去 に遡

って探 るた めに 、内外 の研 究機 関等 に収 蔵 され る古写 真調 査 に取 り組 み 、欧米 にお ける古写 真 に対す る評 価 の高 さを実

感 す る機 会 を もっ た。具 体 的 には 、アメ リカの ス ミソニ ア ン研究 所(SmithsonianInstitution,WashingtonD.C.,U.S.A.)、

フ ラ ンス のパ リ国立 図書 館(BibliothequeNationale,Paris,France)お よび同地 理 学協会(Soci騁馘eG駮graphie,Paris,

France)、 イギ リスの大英 博物 館分 館 人類学 博物館(TheMuseumofMankind,TheEthnographicSectionofTheBritish

Museum,London,U.K)、 ロシア のサ ンク ト ・ペ テル ブル グ人類 学 民族 学博 物 館(TheMuseumofAnthropologyand

Ethnology,St.Pertersburg,Russia)に お いて 、大量 の古写 真 が、体 系 的 に整 理 され 、 ま さに上述 の保 存理 念の もとに優 れ

た学術 コ レクシ ョン と して い きつ いて い る ことを知 ったの で あ る。

こ う した古写 真 は 、時 々刻 々 と変 化 して やむ ことの ない時 の封 印 され た雄弁 な証 拠物 で あ る。 そ して 、 それが有 す る

特 性 、 なか んず く、記 録性 、客 観性 、瞬 時性 等 の特性 によ って過 去 を検:証させ て くれ る古写 真 は、専 門 的 な情 報 を内包

して い る と同時 に、複 合 しあ うさま ざまな情 報 を総体 と して イ メー ジ させ て くれ る包括 的 な学術 資料 と して機 能す る も

の で あ る。言 い替 えれ ば 、古写 真 は その専 門 性 に 左右 され る こ とな く、 日本 研 究 に取 り組 む専 門 分野 の 目的 、 内容 、

方 法 に対 して柔 軟 に応 え られ る と同時 に、 さま ざまな専 門分 野 を横断 的 に連結 す る包括 的 な資料 群 と して機 能 す る可能

性 を秘 め てい る。

とす れ ば 、 日本 研究 に 関わ る諸分 野 にお いて古 写真 が果 たす役 割 は極 めて大 きい と考 え られ る。 それ らを保 存管 理 す

る こ と自体 も意 義深 い こ とで あろ う し、かつ また、 それ らを適切 な方 法 で もって広 く公 開 してみせ るこ とがで きる な ら、

一 般社 会 に 対 し資 す る点 も大 で あ る
。す なわ ち 、古写 真 は文 化 財 、歴 史的 遺産 と して尊重 され るだ けの もの で はな く、

日本研 究 の一 翼 を担 い うる重要 な基盤資 料 と して重視 されて よい。 こ こに古写 真 資料 の現代 的意 義 が あ り、 さま ざまな

古 文書 資料 と同様 、学術 資料 と して その系統 的 、組織 的 な収集 と保 存 につ とめ る ことが重要 で あ るこ とが わ かる。

と ころで 、現 代社 会 の よ うに転 変著 しい文 化環 境 に あ って は、古 写真 を収集 す るこ とが次 第 に困難 に な って い る し、

ま してや 、 そ う した古 写真 を もって新 た な資料群 を形 成 す る こ となど 、事実 上 、不可 能 に近 い。 さらに また、古写 真 の

ほ とん どは 時 間の 経 過 とと も に確 実 に劣 化 、変 質 し、放 置 す れ ば いず れ は学 術 資 料 と して の価 値 を失 うこ とに な る。

か とい って それ を防 ぐた め に しば しば とられ る一 般 的 な措置 、 いわ ゆ る隔離 保存 は古 写真 の利 用価値 を失 わ せて しま う

ことにな る。

そのた め に も、古写 真 の恒 常的 な保存 、劣化 した古写 真 の再生 ・復 元 に関 す る理論 と技 術 開発 に取 り組 む ことが急 務

で ある。 ま た、既 存 の写真 研 究 を具体 的 に検 証 しなが ら、 多分野 に またが る多種 多様 の古 写真 を有機 的 に活 用で きる情

報 環境 の創 出の ため に写 真 資料 の電子 情報 化 を実現 す る理 論 と技術 開発 な ども併 せ て推 し進 める必要 が あ る。

古写 真 が有 す る多様 な価 値 を恒 常的 、恒久 的に保 全 し、古 写真 に基づ く研 究 を継続 的 に支援 す るため に は利 用者 で あ

る研究 者 の 自覚 は もち ろん だが 、上述 す るよ うな技 術 的方 策 に関す る研 究 開発 が急務 で あ る ことがわ か る。 これ らの研

究 は、わ が 国の 日本研 究 の領域 にお いて は模 索 中で あ るが 、学 問 が専 門細分 化 した こん に ち片 手 間で行 える もの で は な

い。平 成11年4月 、本 セ ンタ ーに誕生 した 「文 化資 料研 究企 画室 」 は ま さに、古 写真 な どの研 究資 料 を活 かす ため に必
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要な新 しい学問領域を企画 し、実践する装置である。

すなわち、日本研究に資するさまざまな資料、しかもさまざまな形で流通し、埋蔵 され、あるいは消失の危機に瀕し

ている資料を発掘し、考証と評価、整理と保存、公開と利用も含めた諸段階を総合 して、国内外の研究者に有用な情報

環境の形成と発達をリー ドするための研究を推進する装置である。今回刊行する写真カタログ 『所蔵古写真カタログー

その1』 は、当企画室が上述の理念に基づいて取 り組んだ最初の研究の一端をまとめたものである。言い替えれば、

上述の理念のもとに整理したセンター所蔵の古写真資料の基本台帳の第一号である。

当カタログの刊行に先立つ研究の諸段階において、多くの方々からさまざまな援助と協力をいただいた。なかでも、

今回取り扱った古写真資料について、その技術史的な意義については次の二人の専門家の評価に基づいている。東京大

学史料編纂所が所蔵する古写真等を中核とする新 しい情報資源環境の構築に取り組む馬場章(東 京大学史料編纂所近世

史料部助教授;現 東京大学大学院情報学環助教授)、吉田成(東 京大学史料編纂所技官)両 氏である。両氏の絶大な協

力に感謝する。そして、古写真の整理、研究に長年取り組んできた吉田氏からは本カタログの刊行にあたり、古写真の

情報化に関するさまざまなテーマについての包括的な論考を原稿としてちょうだいすることとなり、本書に収録するこ

とができた。とくに、氏が東京大学史料編纂所が取り組んできた古写真の考証、整理をベースとする古写真の研究の方

法と課題については企画室がこれから取り組む古写真の研究にとって貴重なアドバイスであると確信する。

最後に、本カタログ刊行は情報課岸本由紀氏の尽力に負うところ大であることを記す。
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